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エシカル基準の狙い： 
JEI エシカル基準は、商品やサービス、あるいはブランドや企業そのものがエシカルである
ことを総合的に確認し、⽰すための基準です。つまり、⾃分たちの状態（エシカル度）を測
り、⽰すための基準（モノサシ）であり、認証ではありません。しかし、この基準を以下の
ルールに則って使⽤することにより、エシカル度を客観的に⽰すことができます。 
 
もちろん既にいくつかの分野や原材料などではエシカルと関係する第三者認証制度も存在
しています。しかし、こうした認証制度は⼀般に特定の分野についてのものであり、エシカ
ルという広い概念をカバーできるものではありません。また、厳密であるがゆえに専⾨性が
⾼く、取得や維持には多額の費⽤がかかり、⼩規模な事業者にとっては利⽤が難しいものに
なっています。JEI エシカル基準はこうした既存の認証制度の⽳を埋めるべく、広い範囲を
カバーし、誰でも簡単に利⽤でき、かつ客観性があるものを⽬指しています。したがって、
これまで認証制度を使うことが難しかった中⼩企業や地域企業、⼩規模な組織、⾃治体など
に特に利⽤していただきたいと考えています。既に第三者認証を活⽤している⼤企業の場
合でも、複数分野にまたがった活動をカバーし、総合的にエシカルであることを⽰すために
は、専⾨的な第三者認証と併⽤する意味が⼗分にあると考えています。 
 
 
エシカル基準の構造： 
JEI エシカル基準では８つの分野（⼤項⽬）について、それぞれ 4〜7 つの配慮項⽬（中項
⽬）があり、全体で 42 の項⽬から構成されています。 
 
エシカルであること、あるいはその状態（エシカル度）を⽰すために、原則としてこの 42
の中項⽬すべてについてレベルを⽰します。現在どのレベルにあるかは⾃⼰評価ですが、そ
のことを客観的に⽰すエビデンスを⽤意し、求められた場合には開⽰する必要があります。 
 
8 つの分野は以下の通りです。 
 
8 分野（⼤項⽬）について： 
1. ⾃然環境を守っている(7) 
2. ⼈権を尊重し、その実現を推進している(5) 



3. 消費者を尊重している(4) 
4. 動物の福祉・権利を守っている(6) 
5. 製品・サービスの情報開⽰をしている(4) 
6. 事業を⾏っている地域社会に配慮・貢献している(5) 
7. 適正な経営を⾏っている(7) 
8. サプライヤーやステークホルダーと積極的に協働している(4) 
※それぞれのカッコの中にあるのは中項⽬の項⽬数です。中項⽬の詳細は基準案を参照し
てください。 
 
配慮項⽬（中項⽬）のレベルについて： 
中項⽬はそれぞれの分野における主要な配慮項⽬となっており、S, A+,A,B,C,Dの 6段階か
ら構成され、その商品やサービス、あるいはブランドなどがどの段階にあるかを⽰すシステ
ムとなっています。 
Dはまだその配慮項⽬について未着⼿な状態です。Cは準備を進めている段階であり、Bは
部分的に⾏動している状態です。そして A は組織的に⾏動し成果を出している状態となり
ます。なおいずれの段階も、それより下の段階に書かれていることはすべてできていること
が前提となります。 
JEI は、あらゆる規模の企業（必要な場合には組織と読み換えてください）がまずは Aのレ
ベルを⽬指すことを推奨し、A に達していればその中項⽬についてはエシカルな配慮がで
きていると考えます。ただし、⼤企業の場合には Aではなく、A+を⽬指すことが推奨され
ます。 
さらに、A+を超えて、世界的に⾒て最先端のレベルと考えられる活動や状態を Sとしてい
ます。これは必ずしもすべての企業が⽬指さなければならないというものではありません
が、現在考え得る理想的な最⾼レベルとして⽰してあります。 
なお、事業の性格によってはその配慮項⽬が関係しないという場合もあり得ます。そのよう
な場合には、N.A.（該当しない）を選択することができますが、該当しない理由を必ず⽰す
ことが求められます。 
 
なお、中項⽬の各レベルについては、基準案に掲げた⽂⾔だけでは分かりにくいので、現在
もう少し詳しい解説を作成中です。「⽤語」欄に掲げた⾔葉についても同様に解説を作成し
ています。今回のパブリックコメントにおいては、どの⽂⾔がわかりにくいか、もっと説明
が必要な項⽬などについてもご意⾒をお聞かせください。 
 
 
点数化について： 
Sを 100 点、A+を 80 点、Aを 60 点、Bを 40 点、Cを 20 点、Dを 0 点とすることで、そ



れぞれの配慮項⽬（中項⽬）への取り組み状態を点数として表⽰することができます。 
また、⼤項⽬ごとに中項⽬のそれぞれの点数の平均を取ることにより、⼤項⽬の点数を計算
することができます。もし N.A.の項⽬がある場合には、その項⽬は平均点の計算には含め
ません。 
⼤項⽬の点数のいずれもが 60 点（A）以上であれば、「エシカル」と⾔えると考えています
が、この点については今後さらに詳細に検討する予定です。 
 
 
今後の運⽤について： 
お寄せいただいたご意⾒を参考に基準案を修正し、最終版を 2021年 9 ⽉末から 10 ⽉上旬
までに公表いたします。 
なるべく多くの企業や組織の⽅に使っていただくための広報活動に加えて、基準の中⾝に
ついて詳しく理解していただけるよう「エシカル・アカデミー（仮称）」を 2021年秋から開
催いたします。6回程度の講座で、エシカル基準をもとに、エシカルに関係する幅広い分野
をカバーするオンライン講座とする予定です。 
エシカル基準を使って⾃⼰採点した商品やサービス等を発表する機会も準備し、そのうち
特に優れたものは JEI として表彰することを計画中です。詳細については計画が決定した段
階で発表いたします。 
こうした運⽤⽅法についても、ご意⾒をお寄せいただければ幸いです。 
 

以上 


